
２学期単元テストの予定表を配付しました  

　 学 力 向 上 の た め に 大 切 な の は 、 普 段 の 授 業 を 大 切 に す る と 同 時 に 、 計 画 的 に 家 庭 学 習 に 取 り

組 む こ と で す 。 松 井 田 中 学 校 で は 、 計 画 的 に 家 庭 学 習 に 取 り 組 め る よ う に す る た め 、 ２ 学 期 に 実

施 さ れ る 各 学 年 の 単 元 テ ス ト や パ フ ォ ー マ ン ス テ ス ト 、 提

出 物 等 の 予 定 表 を 配 付 し ま し た 。 「 家 庭 学 習 で 何 を 学 習

し て よ い の か わ か ら な い 」 と い う 声 を 聞 く こ と が あ り ま す

が 、 こ の 予 定 表 に あ る 各 教 科 の 単 元 テ ス ト 等 の 予 定 を 見

て 、 見 通 し を も っ て 提 出 物 や 日 々 の 家 庭 学 習 に 取 り 組 ん で

欲 し い と 思 い ま す 。 単 元 テ ス ト 等 の 更 に 詳 し い 日 程 は 、 教

科 担 当 か ら 、 決 定 次 第 な る べ く 早 め に 生 徒 に 告 知 し て い

ま す 。 

　 10月 30日 （ 水 ） か ら 11月 １ 日 （ 金 ） に は ３ 年 生 の 期 末

テ ス ト 、 11月 25日 （ 月 ） か ら 27日 （ 水 ） に は １ ・ ２ 年 生 の

期 末 テ ス ト が 予 定 さ れ て い ま す の で 、 そ れ に 向 か っ て の 学

習 も 進 め て 欲 し い と 思 い ま す 。 ぜ ひ 、 お 子 さ ん へ の 励 ま し

の 声 をお 願い し ま す 。                                        ここです！ 

＊各 学年の予 定表は松中ホ ームペ ージに載 って いま す。 

　 　 　 　 　 　 　 安 中 市 立 松 井 田 中 学 校 　 学 校 通 信安 中 市 立 松 井 田 中 学 校 　 学 校 通 信  
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自分の身は自分で守る～避難訓練  

　８月28日（水）に、今年度２回目の避難訓練を行いまし
た。今回は地震発生を想定した避難訓練で、学校生活中に起
きた地震に対し「自分の身は自分で守る」行動がとれるよう
にすることをねらいとして行いました。  

　最初に、安全委員が、学校内の様々な場所で地震が起きた
際の身の守り方をリモートで説明しました。その後、悪天候
だったため、体育館への避難の練習を行いましたが、オ（お
さない）・ハ（はしらない）・シ（しゃべらない）・モ（もど
らない）を意識した有意義な訓練ができました。 

　また、８月30日（金）の昼休みには、新たな試みのとし
て「ショート訓練」を行いました。学校内の様々な場面にお
いて、緊急地震速報を聞いたとき、自分の判断で自分の身を
守る対応能力を向上させる」ことをねらいに、昼休みに自分
のいた場所で、身を守る方法を自分で考え、行動しました。
図書室で本棚から離れて机の下に潜る生徒、廊下で頭を押さ
えてしゃがむ生徒等々、自分の考えた身を守る行動をとれた
生徒もいたようでした。  

　校長からは、訓練の後に「釜石の奇跡」という次のような話をしました。  

  2011年 3月 11日 に 起 き た 東 日 本 大 震 災 で は 、 「 釜 石 の 奇 跡 」 と 呼 ば れ る 出 来 事 が 起 こ り ま し た 。 そ れ は 、
釜 石 東 中 学 校 の 生 徒 た ち の 避 難 方 法 で し た 。 激 し い 揺 れ が お さ ま っ た 後 、 校 庭 で 部 活 動 を し て いた 釜 石 東 中
学 校 の 生 徒 た ち は 「 津 波 が 来 る ぞ ！ 逃 げ ろ ！」 と 言 っ て 、 避 難 先 に 指 定 さ れ て い た グ ル ー プ ホ ー ム に 避 難 し ま し
た 。 中 学 校 の 隣 に あ る 小 学 校 の 子 供 た ち も 中 学 生 の 後 に 続 き 、 避 難 先 に 指 定 さ れ て い た グ ル ー プ ホ ー ム に 避
難 し た そ う で す 。 し か し 、 津 波 の 様 子 や 裏 山 が 崩 れ て い る 様 子 を 見 て い た 生 徒 た ち は 「 こ こ じ ゃ あ 、 だ め だ 」 と
自分 たち で 判断 し 、 さら に 高台 に み ん なで 避 難 し ま し た。 後 で わ かっ たこ とで すが、 最初 に避 難し たグ ループホ
ー ム に は ３ ｍ の 高 さ を 超 え る 津 波 が 押 し 寄 せ て い た そ う で す 。 避 難 所 に な っ て い た 最 初 の グ ル ー プ ホ ー ム に ず
っ とい た ら 、 間 違 い な く 生 き 延 び る こ と は で きな か っ た で し ょ う 。 周 り の 状 況 を 自 分 た ち で 判 断 し 、 さ らに 避 難 し
たからこそ 助かった ので す。 
　 こ の 出 来 事 は 、 中 学 生 と 小 学 生 が 全 員 、 避 難 し て 無 事 だ っ た こ と か ら 「 釜 石 の 奇 跡 」 と 呼 ば れ ま し た 。 し か
し 、 そ の 後 、 「 釜 石 の 奇 跡 」 と い う 言 い方 は ふ さわ し く な い とし て 、 「 釜 石 の 出 来 事 」 と 改 めら れ た そ うで す 。 「 奇
跡 」 と い う 言 葉 は 、 「 常 識 で は 起 こ り え な い 不 思 議 な 出 来 事 」 と い う 意 味 が あ り 偶 然 起 こ っ た 感 じ が し ま す が 、
生徒 た ち が助 か った の は 、 偶 然 起こ っ たこ と では な く 、 釜石 東 中の 生 徒 たちが 普 段か ら 「 自分 の 身 は自 分で 守
る」こ とを意識し た避難訓練を 真剣に行 っていた成果 だったからで す。 
　 いつ 起 こ る か わ か ら な い 地 震 に 対 し て 、 私 た ちも し っ か り 訓 練 を し て 、 自 分 の 身 は自 分 で 守れ る よ う に し ま し
ょう。

避難訓練に対する生徒たちの感想を紹介します。 

○避難訓練をして、みんな静かに避難をしていて少し小学校とは違うなと思った。少し喋

　っている人がいたが、周りが注意して解決してよかったなと思った。 

○教室にいるとき以外にも地震は起こると思うので、外にいるときや図書室にいるとき、

　廊下や階段にいるときの避難の仕方を教えてくれたのがよかった。  

○最近地震が多く、南海トラフ地震の発生も近いかもしれないので、真剣に取り組んで、

　地震に備えることができた。今回学んだことを忘れないで、地震が起こったときに自分

　の安全を守れるようにしたい。 

○緊急地震速報の音を久しぶりに聞いて、「訓練だったら大丈夫」と思い、冷静に「おは

　しも」を考えて避難することができたけど、実際に避難訓練じゃないときにあの緊急地

　震速報がなったら、パニックになり、冷静に判断できないと思ったから、「訓練だから

　大丈夫」は命取りだってことがわかりました。訓練でも本番のように緊張感をもって、

　本番でも訓練のように冷静を保って行動することが大切ということもわかりました。　 

○事前指導や、放送、先生の指導をよく聞き訓練ができました。釜石の奇跡の話を聞き、

　この中学生のように、もしものことがあったとき考えられるようにしたいです。


